
院内感染防止対策指針

上院内感染防止対策に関する基本的な埼え方

院内感染防止対策は、匿療関連感染の発生を未然iこ防止することと、ひとたび接金した

感染症が拡大しないように可及的速やかに輯豆、終息することを昌吉告とする。

院内感染防止対策は、産療の安全対策上および患者サーe"スの質を保つためにも必、要

であり、全ての職員に対して組織的な対応と教育を行い、指針に則った医療が器供で

きるように本指針を作成する。

II.院内感染防止対策管盟体制に関する

1.院内感染訪止対策に関する院内全体の鰐題点を提援して改警策を講じるために、関内

の組織摸断的な説内感染訪止対策委員会を{以下� f委員会J) を設置する。

(1)委員の構成は以下の通りとする


医局部門:院長、外科系医師


看護部門:審綾部長、病棟師長、外来師長


診療部門:各科長


事務部門:事務部長、事務職員、� MSW 


〈幻委員会は毎月第� 4月曜日に開催するとともに、重大な間鰻が発生した場合は適窓

開催する。� 

(3)	 委員会で立案された改善策の実撞状読を~，喪に応乙て襲査し、見産しを行う。 

(4)院内感染が発生した場合、委員会は速やかに発生の原因を分析し、改善策の立案

および実擁ならびι全職員への周知を閲る。� 

(5)院内感染に襲する資料の作成・情報収集を行う。� 

2.感染防止対策部門

(1)感染防止対策を円摘に灘営するために、感染防止対策部門を設麓する。� 

(2)当該部門誌、段内の感染防止対策に関する病院全体の問題点を把握し、改善粛を講

じるなど、読内感染防止対策活動の中心的役割を担う。� 

(3)当該部門は、涯局部門、看護部門、診療部門、事務部門の感染防止担当者により

構成し、院内感動管理者を置く。� 

① 	 院内感染管理者は、感染欄梅チーム構成員結)・舎の中より� 1名選出する。

信	 院内感染管理者は、感染期i簿チームの業務が同溝かつ確実に遂行されるように

管理を仔うものとする。� 

3.感染事j議事チーム(ICT)

(1)感染対策に関する実働的組織として感染防止対策部門iこ感染制議事チームを設費す

る。� 

(2)感染嗣i御チームは以下の職員により構成する。� 

e 感染防止対策恕算� 2の施設基準iこ基づく構成員

ア感換症対策に� 3停以上の経験を有する噂住の常勤医師

イ� 5年以上感染管理に従事した経験合有する専任の看護師

ウ3年以上の病院勤務経験をもっ感染鶴止対策にかかわる専任の薬剤欝

エ3年以上の病院勤務経験をもっ専任の臨床換査技蔀



人材育成のために鑓採部門から数名を人選して配置する職員� 

φ 1週間に� 1割、院内ラウンドを実施し、院内感染防止対策の実施状説の把握・

院内感染発生状況の把握と感染症構報の共有
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読内感最防止対策の検討


医以上譲歩加し、その内容を記諒するo 

m.犠員研務の基本方針

ようになることを目的に実施する。� 

lV.感染症発金状況報告に関する基本方針

(1)競内感染とは

病院における入院患者が探疾患とは射ぷ、新たに権慈した感染症、又は毘療従事

者が院内において犠臆した感染症を指す。原員せとして入院� 48待問以降、退段� 10

日以内に発症したものをいう。� 

内感染防止対策委員会を通じて、全職員に速やかに周知する。� 

V.院内感染発生時の墓本方針

(1)院内感染が疑われる場合は、「院内感染発生時の連絡体制Jに従い、速やかに連結

l i金 (① こ定める者以外 こ、〔号の経験年数等を宥し北いが、院内感染防止の充実及び

感染言語講チームの業務は次のとおりとする(3)

指導を行う。また、ラウンドや院内感染に爵する惜報を記録に残す。

②

③

�

 

2罷内感動防止対策に保る職員教育・研修(年に 間程度)の全額および灘営

最新のエピデンスに基づき、当院の実惜に合わせた感量防止対禁マエニ アノレの1

轍備と定類的な見直しを行い、各部署に説布する。

e 1 4感染防止対策加算 に係る蕗出を行った医療機関とのカンファレンスに年に� 

@ 活動状説辻、院内感染訪止対策委員会に報告するo 

(1) 感染症に関する基礎知識の習持や標準予防策の意義安理解し、確実に実施できる

i(2 ) 全職員を対象 こ年2間程変調躍するほか、必要に応乙て諮雲寺開催するo

耐性語、市中感染症等の院内感染拡大を防止するため、感染症の発金状況を、院(2)

し対応する。� 

VI. さき該指針の関賢に関する方針

(1)本指針は愚者また誌家族が閲覧出来るものとする。� 

(2)感染対策に対する考え方を周知するために、本指針金当競ホ…ムページに掲載し、

公開する。� 

vn.その能設内感染対策推進に必、要な基本方針

(1)院内感霊長訪止のため、構院職員は別紙� f続内感染防止対策マニュアルJ(以下マニ

ュアノレという)を遵守する。� 

(2)マニュアノレ誌、必聖書に応じ髄雲寺見直しを行い改訂するとともに、病院職員に男知

識寵するo
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